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国府コミュニティ協議会 勝 間 健 二

ぐり&
平
成
二
十
二
年
十
二
月

一
日
に
、

徳
島
市
都
市
政
策
課
主
催
で
市
の

全
体
構
想
や
地
域
の
町
づ
く
り
構

想
を
作
成
す
る
た
め
、
国
府
、
南

井
上
、
北
井
上
、
不
動
地
区
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
関
係
者

が
出
席
し
、
将
来
の
町
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

国
府
地
区
か
ら
は
、
国
府
町
全

体
の
将
来
に
お
け
る
産
業
の
振
興

の
核
と
な
る

「道

の
駅
」
（直
売

所
、
加
工
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
物

産
館
、
防
災
機
能
な
ど
交
流
拠
点

施
設
の
設
備
）
の
必
要
性
を
提
案

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

国
府
町
の
町
づ
く
り
活
性
化
を

図
る
た
め

「心
ふ
れ
あ
う
未

来
を

つ
く
る
町
づ
く
り
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
掲
げ
、

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
に
自

信
と
誇
り
と
愛
着
を
持

っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
て

「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
＆
サ
イ
ク

リ
ン
グ
」
、
小
学
校
と

の
連

携
に
よ
る

「
こ
ど
も
国
府
探

検
隊
」
、
「出
前
授
業
」
、
「
コ

ス
モ
ス
の
植
栽
」
な
ど
実
施

し
ま
し
た
。

国
府
の
町
は
、
先
人
た
ち
が
築

き
上
げ
て
き
た

「豊
か
な
自
然

歴
史

・
伝
統
文
化
　
四
国
人
十
八

カ
所

（四
カ
寺
と

な
ど
あ
ら
ゆ

る
地
域
資
源
や
、
交
通
網

（南

西
環
状
線
等
）
の
立
地
条
件

に
も
恵
ま
れ
、
何
よ
り
も
、

服
　
土日か
ら
脈
々
と
受
け
継
が
れ

外
　
て
き
た
「つ
な
が
り
」
「和
」

杵
　
「絆
」
が
国
府
に
は
あ
り
、

ヵ
　
地
域
住
民
が
一九
と
な
り
地

エ労
　
域
活
性
化
に
か
け
る
熱
意
と

つ
　
人
材
（力
）を
持
っ
て
い
ま
す
。

た
　
　
徳
島
市
（国
府
）
に
「道

ゥ
　
の
駅
」
を
設
営
す
る
こ
と
は
、

幅
広
く
様
々
な
分
野
で
ビ
ジ

不ヽ
ス
モ
デ
ル
を
芽
生
え
さ
せ
る
と

と
も
に
、
各
地
域

（他
町
）
と
の

融
合
　
連
携
　
協
働
に
つ
な
が
り
、

地
域
に
新
た
な
鼓
動
を
導
く
極
め

て
有
効
な
施
策
で
あ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
国
府
住
民
は
、

自
ら
が
暮
ら
す
地
域
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
自
ら
が

考
え
主
体
的
に
行
動
し
、

そ
の
行
動
と
選
択
に
責
任

を
負
う
と
い
う
住
民
主
体

の
発
想
に
基
づ
い
て

「町

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

こ
の
た
び
、
東
日
本
大

震
災
義
援
に
つ
い
て
館
長

の
発
案
に
よ
り
国
府
コ
ミ
ュ
〓
ア
ィ

セ
ン
タ
ー
で
募
金
箱
を
設
け
て
い

た
こ
と
が
、
国
府
町

（国
府
、
南

井
上
、
北
井
上
）
全
地
域

へ
募
金

の
呼
び
か
け
が
広
が
り
、
人
と
人

の

「
つ
な
が
り
」

や

「
信
頼
」

「助
け
合

い
」

や

「
思

い
や
り
」

の
気
持
ち
が
育
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
痛
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
住
民
が
、
地
域
振
興
や

活
性
化
に
か
け
る
熱
意
を
十
分
お

く
み
と
り
い
た
だ
き
、
第
四
次
徳

島
市
総
合
計
画

の
基
本
計
画

に

「道
の
駅
構
想
」
を
掲
げ
て
い
た

だ
け
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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大岡川沿岸にさくらを植樹
フラワー□―ド

―美しい花木の道に一

住吉・城東地区町づくり協議会会長 芝 正 裕

三
月
五
日
は
、
桜
を
植
樹
す
る

待
望
の
日
で
あ

っ
た
。
厳
冬
は
、

三
月
に
な

っ
て
も
尾
を
引
い
て
い

た
が
、
こ
の
日
は
快
晴
。
暖
か
い

光
が

一
面
に
降
り
注
い
だ
。
住
吉

一
丁
目
か
ら
六
丁
目
、
城
東

一
、

二
丁
目
の
町
内
か
ら
大
勢
の
方
々

が
集
ま

っ
た
。
春
の
芽
吹
く
勢
い

と
、
自
分
た
ち
の
手
で
桜
を
植
え

よ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
強
く
感

じ
ら
れ
た
。

大
同
川
は
、
石
垣
で
護
岸
さ
れ
、

川
の
風
景
が

一
変
し
た
。
し
か
し
、

大
岡
川
橋
か
ら
神
明
橋
に
い
た
る

東
岸
に
、
幅
三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ

百
三
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
荒
地
が

残
さ
れ
て
い
た
。
盛
土
が
崩
れ
、

茅
、
笹
、
蔓
草
等
が
繁
茂
し
、
環

境
を
損
ね
て
い
た
。
隣

接
す
る
住
民
か
ら
何
と

か
な
ら
な
い
か
と
の
声

が
あ

っ
た
。
町
づ
く
り

協
議
会
で
も
、
当
地
に

は
公
国
が
な
く
、
こ
の

空
き
地
に
公
園
風
の
さ

く
ら
緑
地
を

つ
く

つ
て

は
ど
う
か
と
の
意
見
が

高
ま

っ
て
き
た
。
地
域

の
要
望
を
ふ
ま
え
、
徳

島
県
東
部
県
土
整
備
局

と
話
し
ム
●
２

）と
に
な
っ

い
ろ
い
ろ
な
問
題
や

条
件
が
あ

っ
た
。
植
樹

が
堤
防
を
壊
さ
な
い
か
。

施
肥
、
消
毒
、
除
草
等

将
来
に
わ
た
る
世
話
が

で
き
る
か
。
運
営
上
の

問
題
に
し

つ
か
り
対
応

で
き
る
組
織
で
あ
る
か
。

土
木
工
事
分
野
と
植
栽

活
動
と
の
役
割
分
担
。

協
定
書
の
交
換
。
平
成

二
十
二
年
度
内
で
の
荒
地
の
整
備
。

懸
案
を
次
々
に
解
決
し
十
分
に
準

備
を
整
え
三
月
五
日
の
植
樹
を
迎

え
た
わ
け
で
あ
る
。
整

備
局
の
お
と
り
は
か
ら

い
に
も
感
謝
し
た
い
。

当
日
、
大
西
章
英
氏

は
、
「
子
ど
も
た
ち

に

美
し
い
自
然
を
残
す
こ

と
が
で
き
る
。
桜
が
咲

く
の
が
待
ち
遠
し
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
員

と
な

っ
て
水
を
や
り
桜

を
育
て
た
い
」
と
植
樹

の
喜
び
を
述
べ
ら
れ
た
。

各
町
内
会
で
人
本
、

城
東
小
学
校
児
童
た
ち
で

一
本
、

町
づ
く
り
協
議
会
で

一
本
、
合
計

十
本
の
苗
木
を
心
を
込
め
て
植
え

た
。
桜
は
八
重
桜
系
の
紅
豊
と
い

う
品
種
で
、
日
本
の
桜
を
代
表
す

る
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
。　
一
時

間
半
の
心
地
よ
い
作
業
を
終
え
、

婦
人
部
の
皆
さ
ん
が
つ
く

っ
て
く

だ
さ

っ
た
ぜ
ん
ざ
い
を
賞
味
し
た
。

郷
土
愛
を
高
揚
さ
せ
地
域
の
絆
を

強
く
し
た
桜
植
樹
で
あ

っ
た
。
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津
田
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

―
津
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
リ
ー

去
る
四
月
三
＝
、
出
会

い
　
ふ

れ
あ
い
　
助
け
合

い
を
テ
ー
マ
に

「第
十
七
日
六
右
衛
円
ま

つ
り
」

が
汗
田
み
ど
り
公
同
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
ま

つ
り
は
、
津
田

地
区
ま
ち
づ
く
り
や
福
祉
向
上
の

た
め
に
計
画
さ
れ
、
今
年
で
十
七

回
日
の
開
催
に
な
り
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
去
る
二
月
十

一
日
束
日
本
人
地
震
が
発
生
し
、

そ
れ
に
伴
う
津
波
に
よ
り
広
範
囲

に
わ
た

っ
て
の
大
災
害
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
福
鳥
原

子
力
発
電
所
か
ら
の
放

射
能
漏
れ
も
起
こ
り
、

現
在
も
な
お
多
く
の
人
々

が
影
響
を
受
け
避
難
生

活
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
お

い
て

「
六
右
街
門
ま

つ

―，
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い

と

い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
つ
り
の
テ
ー

マ
に

″助
け
合

い
″
と

い
う
日
的
も
あ
り
、
こ

の
際

「
ま

つ
り
」
を
止

め
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
町
の

活
性
化
と
と
も
に
、
薔
絆
火
支
援
チ
ャ

リ
テ
ィ
行
事
と
し
て
開
催
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

ま

つ
り
は
、
徳
島
県
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー

（今
年
度
は
震
災

の
た
め
津

間
中
学
生
に
よ
る
吹
奏
楽

を
実
施
）
で
始
ま
り
、
バ

ザ
ー
や
焼
き
そ
ば
、
う
ど

ん
等
の
売
店
の
他
、
地
元

郵
使
局
か
ら
は
切
手
の
販

売
、
後
援
を
い
た
だ
い
た
、

徳
島
県
木
材
団
地
協
同
組

合
連
合
会
か
ら
は
、
木
材

や
道
共
の
提
供
が
あ

り
、
簡
単
な
本
立
て

や
い
す
作
―り
に
親
子

で
多
数

の
参
加
が
あ

―，
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

子
ど
も
舞
踊
、
小
中

学
生
に
よ
る
和
大
鼓
や
吹
奏

楽
、
西
富
田
公
民
館
長
の
岩

佐
重
明
先
生
に
は
腹
話
術
で

会
場
を
楽
し
く
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
で
も

ま
ぐ
ろ
の
計
量
ク
イ
ズ
は
毎

年
大
変
な
人
気
で
、
ま
つ
り
の
最

後
に
行
わ
れ
る
抽
選
会
と
と
も
に

こ
の
ま
つ
り
の
大
き
な
Ｈ
玉
と
な
っ

て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
震

災
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
と
し
て
実
施

し
た
こ
の
ま
つ
り
に
、
多
数
の
方
々

か
ら
義
援
金
を
場
り
ま
し
た
こ
と

に
お
礼
を
中
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
参
加

人
場
は
無
料
で

す
の
で
、
次
回
に
は
多
く
の
市
民

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

―，
ま
す
。

一



コミユニテイだより 平成23年 7月 1‖ (4)

:東
富田コミュニティ協議会

こ
の
行
事
は
、
平
成
十
六
年
か

ら
始
め
今
回
で
八
回
日
に
な
り
ま

し
た
が
、
近
年
、
子
ど
も
の
生
活

様
式
が
大
き
く
変
わ
り
、
音
、
家

庭
や
地
域
社
会
で
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
季
節
ご
と
の
伝
統
行
事
が

無
く
な
り
、
人
と
の
交
流
す
る
場

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

昔
の
生
活
を
体
験
さ
せ
た
り
、
地

域
の
皆
さ
ま
と
交
流
さ
せ
る
こ
と

を
日
指
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
行

事
は
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
よ
う

に
な
り
、
今
回
は
、
地
元
の
子
ど

も
た
ち
百
五
十
名
と
総
勢
二
百
五

十
名
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
あ
げ

て
の
伝
続
行
事
に
な

っ
て
き
て
い

ま
す
。

特
に
、
学
習
塾
や
部
活
動
な
ど

で
地
域
行
事
に
参
加
す
る
機
会
が

少
な
く
な

っ
て
い
る
中
学
生
も
五

十
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

当
協
議
会
で
は
、
子
ど
も
の
育

成
を
大
き
な
活
動
同
標
の

一
つ
に

立
て
て
実
践
を
し
て
い
ま
す
。
正

し
い
社
会
性
を
身
に
付
け
、
運
し

く
生
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と

が
、
明
る
く
住
み
良

い
街
作
り
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
と
の
思
い

か
ら
で
あ
り
ま
す
。
礼
儀
作
法
を

身
に
付
け
る
活
動
、
音
の
生
活
を

体
験
す
る
活
動
、
十
か
ら
当
地
に

伝
わ
る
伝
統
文
化
行
事
を
体
験
す

る
活
動
で
す
。
今
年
も
こ
の
活
動

の

一
つ
で
あ
る

「子
ど
も
餅

つ
き

大
会
」
を
地
域
各
種
団
体
や
諸
機

関
の
協
力
を
得
て
、
二
月
十
三
日

に
実
施
し
ま
し
た
。
毎
年
旧
正
月

の
時
期
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。

臨
江
寺

住
所
　
徳
島
市
南
佐
古

一
番
町
一

本
尊
　
聖
観
音
像

宗
派
　
臨
済
宗
妙
心
寺
派

住
職
　
小
熊
啓
史
氏

最
初
、　
三
ハ
〇
五

（慶
長
十
）

年
曹
洞
宗
の
僧
明
上
が
藩
主
蜂
須

賀
至
鎮
よ
り
当
地
を
与
え
ら
れ
、

牛
芽
庵
と
い
う

一
庵
を
建
て
た
。

そ
の
後
、

三
全

一五

（寛

杢

こ

年
蜂
須
賀
正
勝
の
側
室
白
雲
院
を

葬
り
、
ま
た

一
六
四
四

（正
保
元
）

,甫

年

に
峰
須
賀
家
政

の
妹
宝
珠
院

（黒
田
長
政
夫
人
、
離
婚
し
徳
島

臨
江
寺
に
つ
い
て

佐
古
コ
ミ
ュ
一

郷
　
土
　
史

〓
ア
ィ
拉
望
識
△
ム

研
　
究
　
家

三
台
の
自
を
使

っ
て
、
朝
九
時

か
ら
つ
き
始
め
、
昼
前
ま
で
に
五

十
日
近
く
を

つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

中
学
生
は
大
人
並
み
の
つ
き
手
、

も
み
手
と
し
て
、
ま
た
、
小
学
生

や
児
童
は
、
子
ど
も
用
杵
を
使

っ

て
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
つ
き
た
て
の
餅
を
お
な
か
い
っ

ぱ

い
食
べ
、
ま
た
、
帰
り
に
は
家

族

へ
の
お
■
産
を
も
ら
い
楽
し
い

体
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

白雲院の墓
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在
）
が
生
母
白
雲
院
と
自
身
の
吉

提
寺
と
し
て
興
隆
を
図
り
、
藩
主

忠
英
に
請
う
て
寺
領
二
十
石
を
与

え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
寺
号
を
桃

渓
山
臨
江
寺
と
改
称
、
臨
済
宗
に

転
じ
た
と
い
わ
れ
、
寺
勢
は
隆
々

に
向
か

っ
た
が
、
宝
暦

（
一
七
五

一
～

一
七
六
三
）
以
後
次
第
に
衰

微
し
て
い
っ
た
。
往
時
は
南
佐
古

一
丁
目
か
ら
二
丁
日

（常
盤
橋
）

に
及
ぶ
広
大
な
敷
地
に
伽
藍
が
立

ち
並
ぶ
盛
況
だ

っ
た
ら
し
い
。
境

内
に
は
白
雲
院
、
宝
珠
院
の
ほ
か

に
有
名
人
の
墓
が
多
数
あ
る
。
蜂

須
賀
家
と
自
雲
院
、
宝
珠
院
と
の

系
図
は
図
１
の
通
り
。

（正
室

）

松

―

東
嶽

（養
子
　
皿
（源
寺
主
僧
）

家    奈
政
~ 

良
~~~

（榊帥螂林制睡醐は人戦死
）

〈ヌ11〉

蜂
須
賀
正
勝一

（側
室
）

白
雲
院

至
鎮

宝
珠
院

（黒
田
長
政
夫
人
　
離
婚
帰
徳
）

八
万
あ
じ
さ
い
連
の
活
動

八
万
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
会
長
　
露
　
口
　
玲
　
子

人
万
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

協
議
会
は
徳
島
市
の

「地
域
の
力
」

ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
の
援
助
に

よ

つ
て
、
「
八
万
あ
じ
さ
い
連
」

と
命
名
し
た
阿
波
踊
り
の
会
を
作

り
ま
し
た
。

人
万
の
阿
波
踊
り
は
平
成
二
十

年
か
ら
発
足
し
ま
し
た
。
動
機
は

徳
島
市

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
絡
協
議

会
か
ら
の

「阿
波
踊
り
」
用
品
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
阿
波
踊
り
用
品
が
倉

庫
の
中
に
眠

っ
て
い
た
の
で
利
用

で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
域

の
人
た
ち
が

「阿
波
踊
り
」
を
練
習
し
、

い
ろ

い
ろ
な
行
事
に
出
演
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
人
万
町
内
会
を
通
じ

て
参
加
者
を
集
め
、
八
万
中
央

コ

ミ
セ
ン
で
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
ず
人
万
町
体
育
祭
に
出
演
し
、

画
を
立̈
て
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
に
は
徳
島
市
の

「地
域
の
力
」
ま
ち
づ
く
り
支
援

事
業
に
助
け
ら
れ
て
、
毎
月
二
同

の
練
習
の
他
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
ま
し
た
。
人
月
に
は
市
役
所
前

の
阿
波
踊
り
の
桟
敷
に
出
演
し

た
り
、
体
育
祭
や
ふ
れ
あ

い
教

室
、
ひ
ま
わ
り
昼
食
会
な
ど
団

員
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

三
月
末
に
は
反
省
と
親
睦
を
か

ね
て
眉
山
頂
■
の
桜

の
下
で
踊

り
ま
し
た
。
花
見
に
来
て
い
た

一
般
の
方
も
歓
迎
さ
れ

一
緒
に

楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
の

「
人
万

あ
じ
さ
い
連
」
は
二
十
二
年
度

の
反
省
を
も
と
に
、
新
し

い
計

ま
ず
、
参
加
者
を
地
域
を
広
く

集
め
、
昨
年
の
事
業
の
上
に
他
地

域
と
交
流
会
を
開
催
し
た
り
、
地

域
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
ま
で
の
練
習
会
場
は
人
万
中

央

コ
ミ
セ
ン
で
し
た
が
、
町
内
会

の
集
会
所
を
使
い
地
域
の
人
々
の

参
加
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

小
中
学
校
や
幼
稚
同
に
も
訪
間
し

て
子
ど
も
た
ち
に
も
親
し
ん
で
も

ら
い
阿
波
踊
り
を
広
め
ま
す
。
手

薄
な
鳴
り
物
教
室
に
も
良
い
指
導

者
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
人
々
か

ら

一
層
愛
さ
れ
る

「
人
万
あ
じ
さ

い
連
」
に
成
長
い
た
し
ま
す
。

練習風景

桟敷ての演舞
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北
井
上
地
区

（国
府
町
芝
原
）

員
言
宗
蔵
珠
院

の
境
内

に
あ

る

「ま
い
ま

い
井
戸
」
を
ご
紹
介
し

ま
す
。「ま

い
ま
い
井
戸
」
は
、
側
面

に
青
石
を
積
み
重
ね
た
渦
巻
き
状

で
、
直
径
六
メ
ー
ト
ル
、
幅

一
メ
ー

ト
ル
の
通
路
で
水
を
く
み
上
げ
れ

る
よ
う
に
作
ら
れ
た
、
日
本
で
は

数
少
な
い
珍
し
い
井
戸
で
す
。

江
戸
時
代
後
期
天
保

（
一
人
三

〇
～

一
人
四
〇
年
頃
）
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
創
設
年
代
は
不
明
で
す
。

形
状
は
、
鉢
の
内
側
を
渦
を
巻
く

よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
降
り
下
り

水
を
汲
む
方
法
で
す
。

「ま
い
ま

い
井
戸
」
の
名
前
の

由
来
は
、
カ
タ
ツ
ム
リ
を
意
味
す

る
も
の
で
、
井
戸
の
形
状
が
そ
の

殻
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
付
い
た

そ
う
で
す
。

こ
の
形
状
の
井
戸
は
、
か
つ
て

関
東
の
武
蔵
野
台
地
や
伊
豆
諸
島

に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

起
源
は
は

っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

東
京
都
青
梅
市
現
存
の
井
戸
は

掘
削
時
期
不

明
で
、
近
世

段
階
で
数
回

の
改
修
が
確

認
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

大
同
年
間

（
八
〇

六

～

人

一
〇
年
）
創

設
と
の
伝
承
を

持
ち
、
鎌
倉
時

代
迄
に
は
創
設

さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

東
京
都
西
多

摩
郡
羽
村
町
五

神

に

所

在

の

「
ま

い
ま

い
ず

井
戸
」
は
昭
和

二
十
七
年

（東

京
都
指
定
文
化

財
史
跡

）
、
明

治
十
三
年
頃
開
発
の
東
京
都
八
丈

町
大
賀
郷
の

「
原
町

の
井
戸
」

（昭
和
五
十
五
年
東
京
都
指
定
文

化
財
史
跡
）
、
埼
玉
県
狭
山
市
市

曽
の

「七
曲
井
戸
」
、
埼
玉
県
狭

山
市
堀
兼
の

「堀
兼
の
井
戸
」
な

ど
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

近
年
発
掘
調
査
の
成
果
な
ど
か

ら
十
世
紀
以
前
に
は
、
こ
の
形
状

の
井
戸
が
掘
削
さ
れ
た
こ
と
が
確

実
の
よ
う
で
す
。

徳
島
県
で
は
、
蔵
珠
院
の

一
例

し
か
報
告
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貴
重

な
文
化
遺
産
と

い
え
ま
す
。
現
在

で
は
、
土
砂
に
埋
も
れ
、
所
在
の

み
と
な

つ
て
い
ま
す
。
今
後
、
発

掘
さ
れ
、
後
世
の
知
識
や
財
産
と

し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
く
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
。

（参
考
文
献

¨
須
藤
茂
樹
氏
）

硼

集

後

記

東
日
本
大
震
災
に
あ
わ
れ
た
方

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。こ

の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
地
域

連
帯
感
育
成
の
大
切
さ
が
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
徳
島
市
や
地
域
は

早
く
か
ら
町
づ
く
り
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

今
月
号
に
は
、
各
地
の
歴
史
と

伝
統
を
バ
ッ
ク
に
し
た
町
づ
く
り

の
活
動
を
見
事
に
紹
介
し
て
く
れ

ま
し
た
。

国
府
町
は
豊
富
な
史
跡
を
生
か

し
た

「道
の
駅
づ
く
り
」
を
図
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
阿
波
の

狸
合
戦
の
舞
台
、
津
田
地
区
は
盛

大
な

「
六
右
衛
門
ま

つ
り
」
を
町

民
大
集
合
の
上
、
開
催
し
て
い
ま

す
。
旧
正
月
行
事
と
し
て
富
田
小

学
校
校
庭
い
っ
ぱ

い
に

「大
餅

つ

き
大
会
」
で
子
ど
も
の
育
成
を
図
っ

て
い
ま
す
。

八
万
地
区
の
ア
イ
デ
ア
は
、
阿

波
踊
り

「
八
万
あ
じ
さ
い
連
」
の

結
成
に
よ
る
町
の
活
性
化
で
す
。

阿
波
水
軍
の
町
、
住
吉
　
城
東
地

区
は
大
岡
川
の
桜
堤
の
創
出
に
町

民
が
汗
を
流
し
ま
し
た
。
徳
島
市

の
大

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

佐
古
臨
江
寺
の
有
名
な
黒
田
長

政
夫
人
宝
珠
院
の
墓
が
あ
る
こ
と

や
北
井
上
蔵
珠
院
の

「ま

い
ま

い

井
戸
」
は
貴
重
な
歴
史
紹
介
で
す
。

（佐
藤
義
忠
　
記
）

一地
区
旧
跡

い
「ま
い
ま
い
井
一ど

ミ
ニ

季

協
肛

橋

本

清

現在 車が繁茂中ですが、渦巻き状の部分が

「まいまい井戸」です。


